
コ
ロ
ナ
禍
の
最
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、

最
大
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引
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上
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結
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コ
ロ
ナ
禍
の
最
低
賃
金
審
議
、

最
大
の
引
き
上
げ
幅
28
円
で
結
審

1時間あたり

824円未満は
法律違反！！！

2021年10月1日からの
徳島県の法定地域別
最低賃金

早期に1,000円
をめざし、

取り組みを強化

早期に1,000円
をめざし、

取り組みを強化

10月13日（水） 「クラシノソコアゲ応援団！
                   RENGOキャンペーン」（ＪＲ徳島駅前）

10月24日（日） 中小労働対策本部ワークルール検定
                  （初級）学習会（ふれあい健康館）

◎

◎

　

本
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金

に
係
る
審
議
は
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
日
程
と
の
関
係
上
例

年
よ
り
早
く
、
２
０
２
１
年
６

月
３
日
の
第
１
回
本
審
を
ス
タ

ー
ト
に
、
２
０
２
１
年
度
徳
島

県
最
低
賃
金
審
議
会
が
開
催
さ

れ
、
８
月
５
日
の
第
３
回
専
門

部
会
に
お
い
て
、
公
労
使
の
採

決
に
よ
り
＋
28
円（
目
安
額
）で

結
審
し
た
。

　

今
年
の
審
議
会
は
過
去
最
高

の
目
安
額
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
使
用
者
委
員
か
ら
強
い
反

発
が
あ
っ
た
。

　

①
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
企
業
業
績
の
低
下
、
出

口
の
見
え
な
い
経
済
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
れ
ば
今
年
は
据
え
置

く
べ
き
で
あ
る
。②
最
低
賃
金

が
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ

る
こ
と
は
理
解
し
て
お
り
賃
上

げ
の
ベ
ク
ト
ル
を
否
定
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
な
ぜ
今
年
過

去
最
高
の
目
安
額
28
円
が
示
さ

れ
た
の
か
理
解
が
で
き
な
い
。

③
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、業
績
が
悪
化
し
、人

員
減
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

と
主
張
。

　

こ
れ
に
対
し
労
働
者
委
員
は
、

こ
れ
ま
で
も
主
張
し
続
け
て
い

る
通
り
、
隣
県
の
最
賃
額
と
の

乖
離
が
大
き
く
若
い
労
働
人
口

が
流
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
問
題
で
あ
り
格
差
是
正
が
重

要
で
あ
る
。ま
た
、県
内
の
求
人

を
み
る
と
最
賃
額
を
超
え
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
実
態
に
即
し

た
金
額
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で

あ
る
と
主
張
し
た
。

　

10
月
１
日
発
効
に
向
け
、
８

月
５
日
第
３
回
専
門
部
会
を
開

催
し
、
公
労
・
公
使
の
個
別
審

議
を
重
ね
た
が
、
意
見
の
一
致

に
は
至
ら
ず
、最
終
的
に「
目
安

額
」
と
す
る
公
益
見
解
が
出
さ

れ
た
。

  

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数（
使

用
者
側
反
対
、労
働
者
側
賛
成
）

に
よ
り
、８
２
４
円（
現
行
最
低

賃
金
額
＋
28
円
）
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
。

　

８
月
23
日
ま
で
の
異
議
申
し

立
て
期
間
を
経
て
確
定
し
、
10

月
１
日
か
ら
発
効
と
な
っ
た
。

　

な
お
８
月
23
日
か
ら
「
造
作

材
・
一
般
機
械
・
電
気
機
器
」

の
部
門
別
特
定
最
低
賃
金
審
議

会
の
水
準
審
議
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

２
０
２
１
年
度
連
合
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
最
賃
委

員
学
習
会
が
、６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
連
合
香
川
森
会
長
よ
り「
昨
年

は
目
安
が
示
さ
れ
ず
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
思
う

が
、最
賃
制
度
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、

人
材
確
保
や
地
域
創
生
に
必
要
で
あ
る
。本
日
参

加
の
皆
さ
ん
の
肩
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
頑
張

っ
て
ほ
し
い
。」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
連
合
本
部
冨
田
総
合
政
策
推
進
局
長

よ
り
、
最
賃
引
き
上
げ
の
重
要
性
に
つ
い
て「
政

府
骨
太
方
針
原
案
に
は
、民
需
主
導
で
経
済
回
復

を
図
る
た
め
、雇
用
増
や
賃
上
げ
な
ど
所
得
拡
大

を
促
す
税
制
措
置
等
に
よ
り
賃
上
げ
を
継
続
さ

せ
る
。ま
た
、
雇
用
維
持
と
の
両
立
を
図
り
な
が

ら
賃
上
げ
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、生

産
性
向
上
等
に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
支
援

強
化
、
下
請
取
引
の
適
正
化
、
金
融
支
援
等
に
一

層
取
り
組
む
。感
染
下
で
も
最
賃
を
引
き
上
げ
た

諸
外
国
の
例
や
過
去
の
実
績
を
参
考
に
、早
期
に

１
０
０
０
円
を
め
ざ
し
本
年
の
引
き
上
げ
に
取

り
組
む
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

企
業
の
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
る
が
、社
会
安
定

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
促
進
す
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
な
り
得
る
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、前
述
し
た
政
府
骨
太
方
針
等

を
ふ
ま
え
今
年
は
有
額
の
目
安
を
取
り
に
い
き

た
い
。」と
力
強
く
提
起
し
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
・
構
成
組
織
本
部
発
言
、
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
各
県
か
ら
２
０
２
０
年
度
の
取
り
組

み
状
況
の
報
告
お
よ
び
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ

た
。

　

連
合
徳
島
は
連
合
本
部
お
よ
び
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
と
連
携
し
最
賃
引
き
上
げ
に
向
け
全
力
で
取

り
組
む
。
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連
合
徳
島
第
33
回
定
期
大
会

   

日
時
：
２
０
２
１
年
11
月
26
日
（
金
）
９
時
30
分
〜

   

場
所
：
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

公　示



アピールボードで県民に周知

街宣行動で県民に訴える弁士

道行く人にアピールする弁士ら

木工教室、ティッシュケースを作成

親子で協力して植樹

各構成組織から40人が参加各地方連合会から20人が参加

照沼局長が講演

最低賃金改定の取り組み・
自殺予防週間の周知

大里松原海岸で
黒松200本を植樹

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
」の

　
　
　
　
推
進
に
更
な
る
強
化
を

連合の森

　

連
合
徳
島
は
、２
０
２
１
年

７
月
31
日
〜
８
月
１
日
の
２
日

間
、海
陽
町
の
ま
ぜ
の
お
か

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

養
成
講
座
オ
プ
シ
ョ
ン「
連
合

の
森
・
親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

を
開
催
し
、連
合
徳
島
構
成
組

織
組
合
員
等
の
家
族
40
名（
大

人
25
名
・
子
ど
も
15
名
）が
参

加
し
た
。

　

開
会
式
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
を
体
育
館（
多
目
的
室
）で

行
い
、主
催
者
を
代
表
し
て
、連

合
徳
島
島
事
務
局
長
か
ら「
こ

の
施
設
で
の
キ
ャ
ン
プ
は
初
め

て
と
な
る
が
、家
族
と
の
ふ
れ

　

２
０
２
１
年
８
月
18
日
、Ｊ

Ｒ
徳
島
駅
前
に
て
「
ク
ラ
シ
ノ

ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
駅
前
街
宣

行
動
を
行
い
、
各
構
成
組
織
等

あ
い
や
自
然
と
親
し
ん
で
も
ら

う
と
と
も
に
、交
流
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
。

　

昼
の
イ
ベ
ン
ト
①
は
、大
里

集
落
の
斎
藤
さ
ん
か
ら
、「
防
潮

林
に
つ
い
て
」の
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
、松
く
い
虫
の
被
害

と
台
風
に
よ
る
高
波
で
の
塩
害

か
ら
枯
れ
る
松
林
を
守
る
取
り

組
み
を
学
ん
だ
。

　

昼
の
イ
ベ
ン
ト
②
の「
木
工

教
室
」で
は
、連
合
徳
島
事
務
局

の
指
導
の
も
と
、子
ど
も
た
ち

か
ら
33
名
が
参
加
し
街
頭
演
説

と
周
知
活
動
を
実
施
し
た
。

　

前
段
で
は
、
自
治
労
・
徳
島

県
医
療
等
関
連
労
働
組
合
協
議

会
に
よ
る
街
宣
活
動
「
徳
島
県

ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
行
動
」
も

行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

医
療
体
制
の
危
機
と
危
険
と
闘

う
医
療
従
事
者
の
現
状
に
つ
い

て
訴
え
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
大
谷
会
長

か
ら
最
低
賃
金
制
度
に
つ
い
て

説
明
後「
最
低
賃
金
は
、職
業
や

は
板
を
組
み
立
て
て
造
花
や
木

の
実
で
飾
り
付
け
、個
性
豊
か

な
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
作

成
。ま
た
、翌
日
の
植
樹
で
立
て

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
杭
と「
東
日

本
大
震
災
か
ら
10
年
の
取
り
組

み
」〜
フ
ォ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

集
合
写
真
用
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド
に
思
い
を
書
い
た
。

　

夕
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、

子
ど
も
対
象
の「
く
じ
引
き
大

会
」「
ス
イ
カ
割
り
」で
盛
り
上

が
り
、
夏
の
思
い
出
と
組
織
を

職
種
に
か
か
わ
り
な
く
、
都
府

県
内
の
事
業
場
で
働
く
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
臨

時
、
嘱
託
な
ど
の
雇
用
形
態
の

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
。こ
の
10
月
１
日
か
ら
改
正

さ
れ
る
予
定
の
徳
島
県
最
低
賃

金
は
７
９
６
円
か
ら
８
２
４
円

（
改
正
後
）
と
な
る
。厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

『
最
低
賃
金
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
』
を
用
い
て
自
分
自
身

の
給
与
明
細
か
ら
確
認
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。」と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
民
間
中
小
部
会
か

ら
宮
本
副
会
長
、
労
働
福
祉
団

体
関
連
か
ら
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

く
し
ま
清
田
理
事
長
、
立
憲
民

主
党
徳
島
県
連
中
野
代
表
代
行

が
登
壇
し
、「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
と
く
し
ま
の
取
り
組
み
と
食

品
ロ
ス
問
題
」「
誰
も
が
暮
ら
し

　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
２
０
２
１
年
９
月
14
日
、

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で
開
催
し
、
連

合
徳
島
各
構
成
組
織
と
日
本
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
か
ら
参

加
し
た
30
人
が
ア
ピ
ー
ル
ボ
ー

ド
を
も
っ
て
周
知
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
大
谷
会
長

か
ら
、「
自
殺
対
策
基
本
法
で

は
、
９
月
10
日
か
ら
９
月
16
日

ま
で
を『
自
殺
予
防
週
間
』と
位

置
付
け
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
は
、
啓
発
活
動
を
広
く
展
開

す
る
も
の
と
し
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
事
業
を
実
施
す
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。２
０
１
７
年
に
は

『
自
殺
総
合
対
策
大
綱
』を
閣
議

決
定
し
、国
や
地
方
公
共
団
体
、

関
係
団
体
等
が
連
携
し
、『
い
の

ち
支
え
る
自
殺
対
策
』
と
い
う

理
念
の
も
と
啓
発
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。悩
み
を
抱
え
た
人

が
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
策
を
実
施
す
る
と
し

て
い
る
。ご
家
族
や
友
人
、同
僚

な
ど
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う

と
感
じ
た
場
合
に
は
、
じ
っ
く

り
と
耳
を
傾
け
温
か
く
見
守
る

こ
と
も
重
要
で
す
。悩
ん
で
い

る
方
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
お
願
い
す

る
」と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
官
公
労
部
会
中
川

副
会
長
よ
り
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
医
療
体
制

維
持
の
重
要
性
」等
に
つ
い
て
、

労
働
者
福
祉
協
議
会
川
越
会
長

よ
り
「
労
働
者
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
様
々
な
相
談
窓

口
」に
つ
い
て
、立
憲
民
主
党
徳

島
県
総
支
部
連
合
会
中
野
代
表

代
行
か
ら
は「
人
権
問
題
な
ど
」

に
つ
い
て
訴
え
集
会
を
終
了
し

た
。

　

２
０
２
１
年
７
月
９
日
、
２

０
２
１
年
度
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
女

性
会
議
が
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
四
国
各
県
よ
り
20
名
が
参

加
し
た
。

　

連
合
香
川
女
性
委
員
会
小
阪

あ
ず
み
事
務
局
長
の
司
会
で
開

会
し
、
開
催
地
の
大
谷
会
長
か

ら「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｗ

Ｅ
Ｆ
）は
本
年
３
月
31
日
、『
ジ

ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
』

を
発
表
し
た
。前
回
２
０
１
９

年
12
月
の
１
２
１
位
か
ら
順
位

を
１
つ
上
げ
た
も
の
の
、
依
然

低
い
水
準
と
な
っ
た
。連
合
と

し
て
今
後
と
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を

全
体
で
確
認
し
あ
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

課
題
提
起
で
は
、
連
合
本
部

か
ら
、
照
沼
光
二
総
合
政
策
推

進
局
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様

性
推
進
局
長
を
講
師
に
招
き
、

①
連
合「『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
計
画
』
フ
ェ
ー
ズ
１　

世
界

の
潮
流
は『
２
０
３
０
５
０
』！

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ （
チ
ェ
ン
ジ
）・

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ（
チ
ャ
レ

ン
ジ
）・
Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

（
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
）
！
」
に
つ
い

て
、②
連
合「
第
４
次
男
女
平
等

推
進
計
画
」プ
ラ
ス
に
つ
い
て
、

丁
寧
な
説
明
を
受
け
た
。参
加

者
か
ら
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
の
質
問
や
、
学
生
が
感

じ
て
い
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
各
県
か
ら
活
動
報
告

が
あ
り
、Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
の
委
員

会
や
人
数
を
絞
っ
て
の
学
習
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
各
県
と
も
に
創
意
工

夫
し
、
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い

る
状
況
が
共
有
さ
れ
た
。

越
え
て
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

２
日
目
の「
連
合
の
森
」植
樹

は
、連
合
徳
島
山
本
副
事
務
局

長
と
大
里
集
落
佐
藤
代
表
か
ら

の
挨
拶
の
あ
と
、植
樹
の
仕
方

と
注
意
事
項
の
説
明
を
受
け
、

家
族
で
協
力
し
て
２
０
０
本
の

黒
松
苗
木
を
植
樹
す
る
と
と
も

に
、メ
ッ
セ
ー
ジ
と
名
前
を
書

い
た
杭
を
立
て
た
。最
後
に
、

フ
ォ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
合
写
真

を
全
員
で
撮
り「
連
合
の
森
・

親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」を
終

え
た
。　

猛
暑
の
中
、地
元
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
事
に

感
謝
す
る
。

や
す
い
社
会
づ
く
り
」
に
つ
い

て
訴
え
た
。

連 合 徳 島 ニ ュ ー ス 2021年10月5日（2）毎月５日はれんごうの日


